
平成２８年１１月１７日作成 

 

平成２８年度 安全・技術委員会 兼 技能検定委員会  議事録 

 

 

日時、場所 

  2016年 10月 125日（水） 18：00～19：30 たかつガーデン「牡丹」 

出席者 （敬称略） 

業務執行理事：宮永 憲一（大阪美錠工業㈱） 

  委 員 長 ：朝田 武志（朝田金属工業㈱） 

委   員 ：川口 克司（㈱エスケイケイ）、鈴木 猛（㈱アマダマシンツール） 

検 定 委 員 ：清水 重雄（飯田金属工業㈱）、川本 達也（㈱エスケイケイ） 

       福富 哲郎（夏山金属工業㈱）、佐藤 光（元アマダ） 

  事 務 局 ：中西 順也（文責） 

 

議事 

１．前期技能検定「金属プレス加工」の合格発表 

     例年に比べ合格率が高かった。特に１級は８５％合格率でした。H26 以降合格率が

年々上昇しています。要因としてアマダプレス機が変わってから時間に余裕が出来て

製品の提出率が上がったことが大きいのでは。 

２．前期技能検定 問題点と反省 

  ・会場（大阪府立東大阪高等職業技術専門校）からの苦情、問題点がありました。 

   ①使用時間の問題（9 時から 17 時）②コンプレッサー使用に関して 

   ③受検者控室に関して ④会場の床に傷が残っている問題 

    ①についてはタイムスケジュール案を提示して説明 

     １級の受験者数が増えてきていることが懸念されます。 

     大阪府職業能力開発協会も交えて次年度は交渉しましょう。 

     いずれでも要員が不足するので講習会の実施はきびしくなるでしょう 

  ・検定委員、補佐員のスキルに関して 

       金型チェック中に作業をする受検者がいたが、注意すると「以前に講習会では作 

業して良いと言われた」と言っていた。補佐員の経験ないかたも居るので事前に 

検定委員と補佐員で打合せの時間が必要ではないか 

３．書類の整備 

  ・「競技場の注意事項」と「補佐員の任務について」 

   内容を見て頂いて次年度の検定前の会議（６月上旬）に持ち寄って修正します。  

４．後期技能検定の予定 

   ・受検者数が例年よるも多くなる予想です。（意向調査ですでに会員８名） 

例年のように１日目講習会、２日目検定の２日間では不可能になります。 

 講習会をどのようにするかが検討課題です。受検者数が決まりましたら川口様（首 

席検定委員）に相談します。 

    （その他） 

 ・ハンドリーマは使わなければならないのか、ブローチリーマなら折れないのだが。 

 

 



５．その他セミナー関連 

   ・ポリテク関西オーダーセミナーの受講者数の推移は資料の通り減少してます。 

    旋盤・フライス盤のセミナーは継続困難と思われます。 

 

 

２部 技能検定慰労会  

   19：45 から場所を木曽路に移して技能検定の慰労会を開催いたしました。 

 

 

 

以  上 


